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１ 事業全体の概要（資料１） 

(1)ＩＣＴ関連機器の配備内容やシステム構成・利活用方法 

 ア 教室での教科学習支援 

     タブレットＰＣやインタラクティブホワイトボード（以下「ＩＷＢ」という）の連携

による指導・学習を支援するシステムを構築する。 

  イ 個の病状、障害に応じた機能改善支援 

    タブレットＰＣ、入出力支援機器等で児童生徒が応答する学習環境のもとで機能改善

を図れるシステムを構築する。 

  ウ 安全で安心な無線ＬＡＮ環境の構築とクラウドサーバの教育利用 

    ・校内に無線ＬＡＮを配備し、いつでもタブレットＰＣを利活用できるようにする。 

・集中コントローラを利用することにより通信が暗号化されセキュアなネットワークを

構築する（万が一無線ＬＡＮを通じ外部から侵入された場合には、集中コントローラ

の操作により侵入を遮断することができる）。 

・閉塞インターネットにより接続したクラウドサーバを校外に設置しセキュリティを確

保するとともに、保守作業等から職員の負担を軽減する。 

(2)実証テーマ及び実証内容 

ア 実証テーマ 

   ⅰ ＩＣＴ環境の構築等 

・ＩＣＴ環境の構築に際しての課題の抽出・分析 

・ＩＣＴ環境利活用に際しての情報通信技術面等の分析 

・ＩＣＴ環境の導入・運用に係るコストや体制に関する課題の抽出・分析 

・ＩＣＴ利活用方策の分析と将来に向けた推進方策 

・校内の学級と病院等の学級を接続し、双方向通信に関する課題 

・タブレットＰＣとＩＷＢを連携させた指導・学習支援システムの構築と検討 

  ⅱ 障害に応じた入出力支援機器の活用と開発 

・入出力支援機器を用いた個の障害に応じた学習システムの開発と検討 

・個の認知特性に応じた学習への活用事例の蓄積と分析 

・授業や特別活動でのＩＣＴの利活用（一般向けコンテンツの活用の課題と改変） 

  ⅲ 災害時におけるＩＣＴ環境の利活用の方策 

イ 独自テーマ 

ⅳ 子どもの世界を広げる研究 

富山インターネット市民塾等のキャリア教育やふるさと学習コンテンツと人材を活

用し、多様な働き方を知り将来の職業観の形成に生かすほか、富山の食文化・自然・

歴史について地域人材と継続的に交流する学習の展開。     

ⅴ 安全安心な無線ＬＡＮ環境構築 

校内ＬＡＮ上での安全・安心な無線ＬＡＮ環境構築及びセキュリティに配慮したタ

ブレットＰＣの利用促進方法についての検討。 

ⅵ クラウドサーバの教育的利用 

安全な教育環境を安定的に確保するとともに、教員の負担を減らすためクラウドサ
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ーバの教育的利用の実証的研究。 

 

２ 実証校の概要 

学校名 富山県立ふるさと支援学校            

全児童生徒数 ５６人（うち小・中学部児童生徒 ３２人） 全学級数２２（うち小・中学部学級数１３） 

               平成２４年１月１０日現在 

小学部 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 合計 

通学 0 人 0 人 
2 人 

(2 クラス) 

1 人 

（1 クラス） 

2 人 

（1 クラス） 

4 人 

（1 クラス） 

9 人 

（5 クラス） 

訪問教育 0 人 1 人 0 人 0 人 2 人 0 人 
3 人 

（1 クラス） 

中学部 中１ 中２ 中３ 合計 

通学 
2 人 

（1 クラス） 

3 人 

（1 クラス） 

6 人 

（2 クラス） 

11 人 

（4 クラス） 

訪問教育 2 人 1 人 6 人 
9 名 

（3 クラス） 

児童生徒の実態は、障害の重度・重複化や病状が多様化している。また、慢性疾患のある児

童生徒が減少し、不登校経験のある適応障害のある児童生徒が大半を占め、学習空白からの

学習意欲や基礎学力の低下が見られる。 

 

３ ＩＣＴ支援員の状況（資料２）・・・3/1 配置 

(1) ＩＣＴ支援員の配置人数及び資格等 

情報化コーディネーター３級程度を有し、テクニカルサポートの業務に従事した経験の

ある者１名。   

(2) 配置状況 

      ＩＣＴ支援員派遣業者選考のため、平成２４年１月にプロポーザルを実施し、２月 ２

３日に契約を行った。ＩＣＴ支援員は２月２８日、２９日に教育情報化コーディネーター

資格のある派遣事業者職員による研修を受け、３月１日から配置した。３月１日、２日に

は、派遣事業者職員の他、実証校の教頭１名、教諭１名が研修指導者に加わり研修を行っ

た。研修内容は以下のとおりである。 

・児童生徒の生活環境（入院）について  

・児童生徒の心理状況、個別的な配慮の重要性、学習状況などについて 

・情報モラル及び著作権法（特に３５条）、肖像権について 

・実証校に導入されている機器構成について 等 

特に、実証校の特徴から児童生徒の心の課題やコミュニケーションについて重点を置い

て研修をした。 

その結果、ＩＣＴ支援員は、児童生徒を支援する際の立ち位置や距離、視線の配り方、

話し方などに配慮が必要であることを理解して支援することができた。 

(3) 業務内容等 

2



 
 

業務内容は、教員と連携し、授業におけるＩＣＴ機器等の操作・利用支援、授業で使用

するデジタルコンテンツの作成支援、個別の障害に対応した入出力機器等の調整、教育の

情報化に関するシステム設計サポート、システム運営、ヘルプデスク対応、研究報告書の

作成支援などとし、主に以下の業務を行った。 

・教員向けの研修 

教員のＩＣＴ機器の操作や活用方法について基礎的な知識・技術等の習得を図るため、

小・中・訪問教育担当者別の研修を各１回実施した。少人数単位の研修により個々の教

員に対応した支援ができた。教員のＩＣＴスキルには差があったため、授業時間の合間

や放課後等に個別的な質問にＩＣＴ支援員が答える機会を確保した。今後、実証テーマ

に基づく授業実践を進めるにあたっては、個々の教員のニーズを踏まえた継続的な研修

が必要であり、教員のニーズをＩＣＴ支援員が集約し、研修に生かせるシステム作りが

重要と思われた。 

・授業支援 

ＩＣＴ機器の移動や起動などの事前準備、児童生徒へのＰＣ操作の指導や授業支援      

等にあたった。ＩＣＴ支援員は、児童生徒の実態等の事前研修を踏まえ、心理面等に      

配慮した対応に努めスムーズな授業支援が行われた。ＩＣＴ支援員による支援が必要な

時にはすぐ対応できる状況にあり、教員は、機器操作の不安から解消され、積極的にＩ

ＣＴ機器を活用することができた。 

・ＩＣＴ機器等の不具合等への対応 

タブレットＰＣやＩＷＢ、及び使用ソフトに不具合が発生した場合に故障箇所の切り

分けや簡易的な復旧対応を行った。不具合の多くは、機器操作の不慣れによるものであ

りＩＣＴ支援員がその場で児童生徒や教員に操作方法を支援したり、配線の接続間違い

を指摘、復旧したりできるよう授業時間中に校内を巡回する体制を作り、いつでも呼び

止めて教室内で支援できるようにしたことで、ＩＣＴ支援員が素早く対応でき、円滑な

授業運営につながった。 

（分） 

【実証校におけるＩＣＴ支援員の業務内容の時間（２４年３月分）】 

教材研究支援が多く、教員のＩＣＴ活用ニーズの高さが伺える。ＩＣＴ支援員は、教員

の教材修正、改良の要望を授業と授業の間の時間や放課後等、いつでも質問できる状況を

作るように工夫した結果、教員は、必要な時に対応してもらいやすくなり、ニーズの掘り

起こしに役立った。本実証校規模（児童生徒２７名程度）においては、ＩＣＴ支援員１名

（１日８時間、毎日）で対応が可能であった。また教員の多くは、環境設定当初、タブレ
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ットＰＣの画面をインタラクティブホワイトボードに映し出したり、ソフトの操作に手間

取ったりすることが見られ、ＩＣＴ支援員による支援が必要であった。そのため、授業の

開始前に機器操作及び動作の確認を行ったり、授業中の急な要請に対応できるように校内

を巡回するように対応した。支援内容はソフトやハード障害の切り分け作業、機器動作確

認、授業前機材準備等であった。次年度も、継続的に統計を取り継時的変化について考察

していきたい。 

 

４ ＩＣＴ機器の配備・使用状況 

(1)タブレットＰＣ（資料３）・・・・1/31 納入完了 

○アスース社製 （EEE SLATE B121）  ６９式  

・マウスやキーボードのないストレート型ＰＣを選定したことにより、教室内外の持ち

運びが簡単で利便性が高いため、ＰＣを使った指導が容易となり活用頻度が高まって

いる。例えば、体育の授業でグラウンドへ持ち出し、生徒が、競技記録や授業の感想

を入力することに使用した。記録の比較やワープロ文字できれいに入力できるので、

生徒は興味を持って取り組んだ。 

一方で、訪問教育対象の児童生徒は、姿勢保持が困難なため、一人一人の姿勢に応

じたＰＣの固定が課題であり、児童生徒の視線にあわせて移動できる機器の要望が出

された。しかし、タブレットＰＣの画面を注視しようとしたときに四肢に不随意運動

が生じ手足がタブレットＰＣやベッドの柵にぶつかりそうになることもみられ、安全

にＰＣが固定できる装備の開発が必要である。 

・無線ＬＡＮに接続することで、場所を問わずタイムリーに調べ学習ができるようにな

った。使い始めの当初は、つながりにくさやログインしにくいという課題がみられた

が、業者による調査の結果、アクセスポイントのアクセス制限数を増やすことで対応

できた。機器調整より改善した。 

(2)タブレットＰＣ充電保管庫（資料３）・・・1/31 納入完了 

○内田洋行製 １０式 

・児童生徒自らがパソコンを準備、片付けができるよう各教室のそばの共有スペースに

充電保管庫を設置した。充電保管庫の棚に、児童生徒の名前が記載されており、同じ

場所に収納することとした。共有スペースへ配置することにより、別の教室に入るこ

とに心理的に負担を感じる児童生徒へ配慮した。児童生徒は、ストレスなくＰＣを取

り出せ、教員のＰＣ管理も容易であった。収納場所やタブレット型ＰＣに個別に名前

が記載してあることにより、片付ける場所が分かりやすく、自分のものとして大切に

扱う様子が見られた。他者との接触や環境の変化に弱い児童生徒がいる特別支援学校

では効果的と考えられる。 

(3) ＩＷＢ（資料３）・・・2/15 納入完了 

○（体育館用） 

プロメシアン社製87 型タッチパネル一体型ディスプレイ（ACTIVEBOARD587PROMOBILE AMMS587PEST）

１式 

今年度は、体育の大縄跳びの授業や卒業式に使用した。大縄跳びの授業では、ＩＷＢ

にモデルとなる映像を映し出すことで、児童生徒はイメージが持ちやすくなり跳べるよ
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うになった。不登校により学習経験が少ない児童生徒においては映像によるイメージの

導入が効果的であった。卒業式の校歌斉唱の場面では、歌詞をインタラクティブホワ

イトボードに表示することで姿勢がよくなり自信をもってはっきりとした声で歌う

ことができた。歌詞を音声のみで記憶することが苦手な児童生徒においては、視覚

的な手がかりが効果的であった。 

○（教室用） 

パイオニア社製60V 型タッチパネル一体型ディスプレイ （CBS-S60E）      １０式     

・描画や作図の際、失敗しても何度もやり直すことができるため、課題解決に向け試行

錯誤を繰り返しながら取り組む姿が見られるようになってきている。 

    ・プリントや写真を大きく映し、注目させたい部分を簡単に強調することができるため、

児童生徒の注意を喚起させたり、興味を持続させたりすることに役立っている。 

    ・訪問教育の児童生徒は、運動障害の状況により、普段は動きが少ないが、電子黒板に

直接あるいは補助具で間接的に触ると電子黒板の色が変化することに興味を示し、自

発的な動きが多くみられるようなった。 

(4) 入出力支援装置 

○パシフィックサプライ社製 リーフスイッチ    （１９０１２０２７）  ４式 

○パシフィックサプライ社製 グラスプスイッチ   （１９０１２０１１）  ４式 

○パシフィックサプライ社製 ビッグスイッチツイスト（１９０１００７６）  ４式 

○テクノツール社製  何でもスイッチ       （TSWNA-51）      １２式      

訪問教育の児童生徒は、可動域が小さく運動制限のある児童生徒の、意思伝達や機

能訓練等に試行中である。 

・リーフスイッチを生徒のあごで操作できるようにした。 

・操作時に「カチッ」という音がでるようにしたことにより、児童生徒は操作の実感

を高めることができた。 

・グラスプスイッチは、握ることができる生徒に適していた。生徒自身がタブレット

ＰＣを操作する感じを味わうことができた。 

・ビッグスイッチツイストは、パワーポイントのスライドショーを児童生徒が操作す

ることに役立っている。 

・スイッチを児童生徒の姿勢にあわせて固定できないことが使いづらく、個にあわせ

た固定道具を開発することが課題である。   

(5) 校内無線ＬＡＮ環境（資料４）・・・２／２２ネットワーク接続完了 

○シスコ社製アクセスポイント   （AIR-LAP1142N-P-K9）  ２３式 

○シスコ社製無線LANコントローラ （AIR-CT-2504-25-K9）   ２式 

○ジュニパー社製PoEスイッチ     （Ex2200）         ６式 

○ヤマハ社製ルーター        （RTX1200）          ２式 

アクセスポイントは、校内の必要箇所において無線ＬＡＮに接続できるよう、最小限の

個数（２０箇所、予備機３）で効率的に通信できるよう計算し設置した。無線ＬＡＮ規格

として IEEE802.11n(周波数 2.4GHz 帯)を採用した。当初は無線ＬＡＮコントローラによる

自動チャンネル変更機能および自動電波強度調整機能を採用したが、既存のアクセスポイ

ントでも同様に自動チャンネル変更機能が動作していたため、お互いにチャンネル移動が

発生し、電波干渉とチャンネル移動が不定期に起こる現象が確認された。これを回避する
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ため全てのアクセスポイントのチャンネル固定設定及び電波出力の調整によりこれを回避

した。無線ＬＡＮ構築環境範囲内に既存のアクセスポイントなど、電波が強くかつチャン

ネルを自動変更するアクセスポイントがある場合は、今回のような設定が必要であること

がわかった。また、今回は、校内の既存のアクセスポイントであったため、設定調査は容

易であったが、管理外の外来波などの場合は、チャンネル自動設定の確認は難しいと推察

する。また、無線ＬＡＮコントローラにおいて個別のアクセスポイントが干渉しないよう

に設定を行った。 

無線ＬＡＮコントローラには、無線ＬＡＮに接続できる機器のＭＡＣアドレスを登録し、

登録していない機器からの接続はできないようにしている。万が一、無線ＬＡＮコントロ

ーラのログにより第三者のアクセスを確認した場合には、無線ＬＡＮコントローラ操作に

より、アクセスポイントの電波出力を停止することにより情報の漏洩が起こらないように

工夫した。 

1 台のアクセスポイントに障害が発生しても使用に影響が出ないよう、自動ローミング

や運用管理を 1台ごとの無線アクセスポイントで管理するのではなく、集中コントローラ

で一括管理するようにした。また、無線ＬＡＮコントローラは、電源の ON/OFF 操作のみで

起動停止が可能であり、休日や深夜や夏休みなどの使用しない時間帯は、コントローラの

電源を切ることで無線を遮断する工夫をした。電源を遮断している場合でも、災害時の活

用等電源が確保できればすぐの復旧は可能である。 

 

５ 地域協議会等の運営状況（資料５） 

＜第１回＞ 

①実施日時 平成２３年１１月１４日（月） １０：００～１２：００ 

②場所   富山県立ふるさと支援学校 

③参加人数 １１名 

④内容等 

・事業説明及び実証校概況説明 

・実施スケジュール及び事業の運営体制・役割分担について 

・デジタル教材開発について 

・実証校見学 

＜第２回（地域協議会実務担当者会議）＞ 

①実施日  平成２４年２月２３日（木）   １６：００～１８：００ 

②場所   富山大学 

③参加人数 ８名 

④内容等 

・実証校に配置したＩＣＴ環境と一人一人のニーズに対応できるモデルコンテンツ

の開発について 

  （富山インターネット市民塾のキャリア教育等への活用検討） 

＜第３回（地域協議会実務担当者会議）＞ 

①実施日  平成２４年３月８日（木）   １６：００～１８：００ 

②場所   富山大学 

③参加人数 ９名 
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④内容等 

・現環境を利用したテレビ電話会議システムの活用検討 

・インターネット環境の検証 

＜第４回（地域協議会実務担当者会議）＞ 

①実施日  平成２４年３月２６日（月）   １０：３０～１２：００ 

②場所   富山大学 

③参加人数 ８名 

④内容等 

・実証校生徒のキャリア教育のためのＩＣＴ環境の利活用について 

＜第５回＞ ※各委員個別の資料説明及び意見聴取 

①実施日時 平成２４年３月２９日（木） 

②参加人数 ９名 

③内容等 

・今年度事業の成果及び課題について 

・次年度の運営について 

 

６ 実証校教職員の研修等 

＜ＩＣＴ活用推進委員会＞ 

   内 容：総務省「フューチャースクール推進事業」、文部科学省「学びのイノベーション 

事業」を校内で推進するために、本校におけるその問題と対策について審議した。 

      構成員：校長、小・中学部教頭、高等部教頭、訪問部教頭、事務長、教務主任、情報教育

主任、小学部主任、中学部主任、訪問教育主任、小学部教務担当、中学部教務担

当、訪問教育教務担当、実習教諭 (計 14 名) 

   【第１回会議】 

    期 日 平成２３年１１月２２日(火) １５:３０～ 

    場 所 富山県立ふるさと支援学校視聴覚室 

       内 容 （１）学びのイノベーション事業及びフューチャースクール推進事業の目的等 

について 

（２）今後の動きについて 

①ハード面（機材、設備等）の設置について 

 ②ソフト面（デジタル教材等）の配置と授業について 

（３）内灘町立大根布小学校(石川県)の公開授業参加者による出張報告 

 

７ 教員、大学、事業者連携会議 

【第１回会議】 

    期 日 平成２４年１月２５日(水) １５:３０～ 

    場 所 富山県立ふるさと支援学校視聴覚室 

    参加者 富山大学教授（プロジェクトリーダー）、小・中学部および訪問教育全教員 

    内 容 小・中学部及び訪問教育で考えている、ＩＣＴ利活用についての教育的ニーズ

の聞き取り 

        ・日ごろ授業の展開で困っていることにＩＣＴ機器を活用するという考え方を

共通理解したうえで、学部毎にニーズ調査を行った。学部や発達段階の近い児
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童生徒毎のグループ分けの方がニーズを把握しやすかった。             

   【第２回会議】 

    期 日 平成２４年２月 ９日(木) １５:３０～ 

    場 所 富山県立ふるさと支援学校視聴覚室 

    参加者 富山大学教授（プロジェクトリーダー）、事業者（インテック３名）、小・中学

部教頭、訪問教育教頭、小学部教員 2名、中学部教員 2名、訪問教育教員 3名、

養護教諭 （以上 14 名） 

    内 容  

＜小・中学部＞ 

①RFID というセンサーをぬいぐるみや実体物に取り付けての活用方法について 

補足：様々な実物に小さい薄い紙のシールを付けて、センサーにかざすことで感知 

し、コンピューター上や電子黒板に表示できる。 

②「自立して行動する」ための支援教材について 

      補足：児童が目標を登録し、1日のまとめや反省を登録できるモデルの提示があっ 

た。 

③小学部の児童に対しての指導内容を入力し、その指示がキャラクターによって児童に

伝わる教材の開発について 

補足：キャラクターがアニメのように喋り、指導内容をキーボードで入力すること

により指示が伝わりやすい児童がいる。 

＜訪問教育＞ 

①児童の追視の教材について 

     ・呼吸器を装着してベッド上で学習することを配慮したＩＣＴ活用環境を考えた。 

     ・赤いボールがゆっくり動いたり、視点が合えば破裂したりする仕掛けを作りたいが、 

      事業者からは、技術的に難しいという意見があった。 

     ・今後、背臥位でも安全に操作できる装置の開発が必要である。 

②現在使用しているスイッチ教材などの紹介 

③ＰＣ画面を軽いタッチで操作できる教材開発について（指１本で操作することが難し

い児童生徒への対応） 

【第３回会議】 

    期 日 平成２４年３月６日(火) １５：４０～ 

    場 所 富山県立ふるさと支援学校訪問教育使用教室 

参加者 事業者（インテック１名、ラティオインターナショナル２名）、 

        ICT 支援員、訪問教育教頭、訪問教育教員 2名 （以上 7名） 

    内 容 

①タブレットパソコンの固定方法 

     ・食事台のようなもので、背臥位、側臥位に対応可、提示距離（30 ㎝） 

②試用スイッチ 

     ・ピンタッチスイッチなど児童生徒に使いやすい物を要望 

③具体的なソフトの内容 

     ・コントラストのはっきりした顔の目や口が動き、注視しやすいものとした。 

     ・家族の顔が写り、家族の声が入り、興味のひきつけやすいものにした。 
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④現在使用している VOCA、センサースイッチ、音の出る絵本の実演、撮影 

【第４回会議】 

期 日 平成２４年３月１４日(水) １６：５０～ 

場 所 富山県立ふるさと支援学校訪問教育使用教室 

参加者 事業者（インテック 3名）、ICT 支援員、訪問教育教頭、訪問教育教諭 1名  

（以上 6名） 

内 容 

①ＰＣ入力スイッチの具体的な取り扱い説明を受ける。 

②訪問教育児童生徒の一人一人に応じた取り付け方法について話し合い、実際にカート

や台車を使用して取り付け方法を検討した。 

【第５回会議】 

    期 日 平成２４年３月１９日(月) １６:００～ 

    場 所 富山県立ふるさと支援学校訪問教育使用教室 

    参加者 富山大学教授（プロジェクトリーダー）、事業者（インテック６名）、ICT 支援

員、小・中学部教頭、訪問教育教頭、小学部教員 4名、訪問教育教員 6名 （以

上 19 名） 

    内 容 

①媒体教材の電子化利用について（小学部） 

②Bluetoothを利用したスイッチカードやRFIDシールを機材にかざすことにより電子黒

板に画像を映し出したり、On、Off 機能を活用したりすることの教材化について（小

学部、訪問教育） 

③自立した行動を高めるソフト教材について（小学部） 

④児童生徒の微細な動きで反応するスイッチ類の情報交換（訪問教育） 

⑤児童生徒が見分けることができる画像、音声等の特質について（訪問教育） 

⑥追視のソフト教材の開発について 

 

８ 実施計画で設定した実証テーマ及び独自テーマに対する評価 

本年度は、ハード面の環境整備が整った時期が 2月末であったため、実証テーマに基づく実

践を行う期間を十分に確保できなかった。教材等の開発について、児童生徒の実態にあわせて、

ＩＣＴの活用でどのような学習支援、認知機能の向上・改善支援、自立支援ができるかを実証

校担当教員や大学の専門家との打ち合わせを行い、以下のとおり研究に着手してきた。 

(1) 実証テーマ 

ア ＩＣＴ環境の構築等（資料６） 

（取組の内容・結果） 

ⅰ ＩＣＴ環境の構築に際しての課題の抽出・分析 

    ＩＣＴ環境構築を行うにあたって、児童生徒が容易にタブレットＰＣやＩＷＢの活

用ができるよう、起動時間や処理速度、操作性等の観点から検討し、タブレットＰＣ

やＩＷＢにおいては、児童生徒の集中時間を考慮し、スイッチを押して数十秒で起動

できることや、指で直接操作可能な機能を備えたものとした。 

  ＜タブレットＰＣの機種選定＞ 

タブレットＰＣの機種選定には、市販のデジタル教材の利用を必須と考えＯＳは

Windows が動作するものとした。また、デジタル教科書やマイクロソフトオフィスの
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ソフトウエア利用も考えた。今回選定したタブレットＰＣのＣＰＵは、インテル 

Core i5-470、メモリ 4GB、記録媒体ＳＳＤを搭載した機種であり、タブレット型Ｐ

Ｃの中では性能がよく、オフィスなどのアプリケーションの使用に際しＰＣの応答反

応は速い。 

   このことは、衝動性が強く待つことが困難さのある児童生徒にとって、画面にタッ

チしての入力から画面の反応までにタイムラグが少ないことが持続的な学習につな

がると考えて選定した。 

従来のノート型ＰＣはキーボードやマウスによる入力が主であるが、画面タッチに

よる入力が可能となれば障害のある児童生徒のアクセスも容易となり、キーボードや

マウスがないので本（Book）の感覚での使用が可能であった。教科書やノートを持ち

出すようにタブレット型ＰＣを特別教室やグラウンドへ持ち運ぶ姿が見られた。キー

ボードから文字を探すことや目と手の協応動作に困難さがある児童生徒にとっては、

タブレット型ＰＣは、画面からキーボードに視線をそらさずに操作可能であり、見え

る画面を直接タッチすると直感的な操作が効果的であったと考える。 

＜ＩＷＢの選定＞ 

   体育館用のＩＷＢの選定にあたっては、児童生徒の積極的な動きを引き出すために、

ボールをぶつける、手で触るなどゲーム的要素を取り入れた新しいボードの活用を考

えることを前提とした。ボードは強化メラミン樹脂でできており耐久性に優れている

ことや付属のペンと指で入力ができることにより児童生徒の協働作業が可能である。

特に配慮したこととして、ボードの上部にプロジェクターが設置されているので誤っ

てボールがプロジェクターにぶつかっても破損しない程度の柔らかさのボールを選

択する必要があった。今後、児童生徒が楽しみながら身体を動かせるソフトの開発を

行っていきたい。 

    教室用のＩＷＢの選定にあたっては、直接指で操作できる機能を有し、実証校の

教室の大きさ、児童生徒の見やすさを考慮し６０インチサイズのものを選定した。教

材が鮮明に大きく映し出されるので、必要な細かな部分にも注目できる児童生徒が増

えてきている。 

ⅱ ＩＣＴ環境利活用に際しての情報通信技術面等の分析 

＜既存のネットワークを利用した環境構築＞ 

既存のネットワークを使用するためには、画像データのように大容量の情報が一度

に流れると県庁ＬＡＮに影響を与える恐れがあることから、教育ネットワーク側に帯

域制限が必要であった。ネットワーク上のどの部分で帯域制限を加えるかについては、

ネットワーク管理者（情報政策課、総合教育センター科学情報部）等との打合せを行

い、100Mbps の帯域制限をデータセンター接続用ルーターに設定を施した。これによ

り、実証校～データセンターの通信については 100Mbps 以下に制限しており、県庁Ｌ

ＡＮに影響を与えていない環境を構築した。また、トラフィック監視端末（ネットワ

ーク構築業者提供）を実証校内に設置し、校内の無線通信及びデーターセンター接続

用のルーター間のトラフィック監視環境を構築した。 

今後、これらの情報をもとにコンテンツ使用により変化するトラフィック量を把握

し、負荷の高いコンテンツデータは校内サーバで運用することを考え、１日の授業で
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使用するコンテンツの種類や負荷の見通しを把握する仕組みを作り事前調整できる

ようにし、授業中にネットワーク通信機能の低下が起きないように改善したい。 

ⅲ ＩＣＴ環境の導入・運用に係るコストや体制に関する課題の抽出・分析 

本事業では、既存のネットワークを利用しているため、環境構築に要した費用は、

実証校内の無線ＬＡＮ環境工事（２,３０８千円）及び郊外にある民間業者のクラウド

サーバと既存のネットワークを接続する工事（８４千円）のみでコスト削減につなが

っている。 

また、機器運用に係る支援体制としては、ＩＣＴ支援員及び校内の情報担当実習助

手による対応を行い、それでも無理な場合は、工事請負業者や機器納入業者から支援

を受けている。本事業では、工事請負の落札業者と機器納入の落札業者が結果的に同

一事業者であったため現場の課題に早急な対応が可能というメリットがあった。 

ⅳ ＩＣＴ利活用方策の分析と将来に向けた推進方策 

＜姿勢保持の難しい重度障害のある児童生徒への環境＞   

障害により座位が保てない児童生徒に、タブレットＰＣの画面を安全に提示できる

装備の開発が必要であった。タブレットＰＣを自在に固定できる装備があれば、ベッ

トサイドでの活用に広がりが生まれる。現在、キャスター付きのカートを活用した固

定を工夫しているところである（写真参照）。 

 

＜児童生徒及び教員が使いやすいインターフェイスの開発＞ 

今後、授業でタブレット PC やインタラクティブホワイトボードを扱いやすくする

ためには、簡便なインターフェイスの開発が必要と考えられる。現在は、ＩＣＴ支援

員による常時の支援を受けられる環境にあり扱いやすさを担保できているが将来的

には児童生徒や教員の扱いやすいインターフェイスを多様に開発しておき必要に応

じて選択できる環境を作っておくことがよいと考えられる。 

ⅴ 校内の学級と病院等の学級を接続し、双方向通信に関する課題 

校内の学級と病院内等の学級を接続し双方向通信に関する課題の抽出については、

病院内の改修工事の開始及び医療機器への影響が懸念されたことから環境構築ができ

なかった。そこで、タブレットＰＣをベッドサイドに持ち込み学習指導に活用したが、

周辺の医療機器への影響は確認されていない。 

今後、双方向通信に関する課題抽出については、病院に隣接する校内の訪問教室（ス

クーリングの部屋）と普通の学級を接続した環境を作り実施していきたい。 

ⅵ タブレットＰＣとＩＷＢを連携させた指導・学習支援システムの構築と検討 

学習の空白や遅れのある児童生徒が個々の学習状況に応じて取り組める学習教材ソ

フトをＷeb 上から選択し、タブレットＰＣやＩＷＢで活用した。小学部４年生から６

11



 
 

年生の児童生徒全員が、ＩＷＢ上で身体を動かしながら操作することに興味を示し集

中して取り組むなど効果が見られた。 

ペーパー教材よりも児童生徒の集中持続時間が延びているという教員の感想が聞か

れた。今後、ＩＷＢ上で身体操作を伴う学習ソフトなどを活用した試作教材を作成し

たい。 

課題として、複数のタブレットＰＣをインターネット接続するとつながりが悪くな

ったり、タブレットＰＣの画面がインタラクティブホワイトボードに映し出されるま

でに１５秒程度遅れる現象がみられ、児童生徒の学習がスムーズにいかない状況も見

られた。今後、トラフィック測定を行い分析・改善する予定である。   

今回活用した教材サイトは以下のとおりである。 

・ NHK  for  school （番組：道徳、社会で利用） 

・ NHK  for  school （算数） 

・ ラティオ （漢字の筆順等） 

・ がっきひろば （楽器の種類や音） 

・ パイオニア授業ポータル 

・ 農林水産省こどもページ 

・ 検索サイト（理科で天気図を見たり、家庭科でレシピを検索したり、歴史の時代や

人物について調べ物をした。） 

・ Google Earth 

・ 地元新聞社の HP 

・ youtube  

イ 障害に応じた入出力支援機器の活用と開発（資料６） 

ⅰ 障害に応じた入出力支援機器の活用など、個の障害に応じた学習支援システムの開発

と検討 

・個の認知特性に応じた学習への活用事例の蓄積と分析 

（取組の内容・結果） 

＜児童生徒に応じた認知機能等の改善＞ 

   障害が重度の児童生徒の感覚機能を高めるため、訪問教育の児童生徒が、障害の状

況に合わせて、タブレットＰＣやＩＷＢへアクセスできるように、感覚運動センサー

を用いた入力機器の開発・活用を行った。その際の手続について考察し、つかむ・押

す・曲げるなどの簡単な動作によって、入出力機器の操作が可能となるシステム等に

関するノウハウや課題及び、個に応じたアクセスの仕方でタブレットＰＣを操作し、

動画や音楽、電子絵本などを楽しめるようにし、運動機能や自発的な動きなど機能改

善等に及ぼす影響を以下のとおり研究した。入力機器選定の際には、以下の観点から

調整を試みた。 

１ 対象者のアセスメント（残存機能、興味、健康状態） 

２ 感覚スイッチの選定（随意的に動かせる部位に応じたスイッチの選定） 

３ 機器接続（感覚センサーとタブレットＰＣ及びＩＷＢの簡便な接続法の開発） 

対象児童生徒の興味の高い音声や図柄を取り入れたコンテンツにより、自発的な

動きの量に少なからず変化が見られるようになった。児童生徒にとって身近な人の静
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止画や動画への興味は高く、児童生徒自身がセンサーでタブレットＰＣの画面を切り

替えて複数の画像や動画を楽しむコンテンツの活用ができた。 

一方、活動する条件や体調により、身体の状態が変化するため、その都度、児童生

徒が使いやすいように姿勢を整え、機器の調整をすることが必要であった。調整に時

間をかけることを避けるため、ＩＣＴ支援員による事前の児童生徒の状況に応じた機

器調整の支援が有効であった。ＩＣＴ支援員が児童生徒にあわせた補助を身につける

ことで素早く使用できる体制が整えられ、学習時間がより多く確保される。今後、実

態の異なる児童生徒一人一人についての事例を重ねていきたい。     

ⅱ授業や特別活動でのＩＣＴの利活用（自立した生活・行動の支援） 

＜健康管理意識向上のためのＩＣＴ活用事例＞  

児童生徒が自らの健康状態に関心をもち、健康管理への意識を高めるため、健康の

記録や振り返り、養護教諭等へ送受信できるグループウエアの開発した。 

      実証校の児童生徒は何らかの疾患をそれぞれ抱えており、個における病状や健康状

態は様々である。また、ほとんどの者が将来にわたりその疾患と付き合っていかなく

てはならない。しかし、中には自身の病状が十分に理解できず、学校生活に支障をき

たしているものも少なくない実態である。そこで今回の研究では、まずは自分の健康

状態への理解を深めることを目的に、自らが健康チェックを行い、健康管理への意識

を高めるためのソフトの制作について話し合いを持った。あわせて、児童生徒の健康

状態のデータを養護教諭が閲覧でき、かつ、養護教諭から児童生徒にアクセスできる

環境を構築することを試みた。ソフトはクラウドサーバに配置し、児童生徒及び教員

のタブレット型ＰＣよりアクセスできるようにした。 

＜児童生徒による目標管理のためのＩＣＴ活用事例＞ 

児童生徒自らが日々の予定を確認し、予定毎の目標設定ができ、その記録を自ら振

り返り、送信した相手から励ましのコメントを蓄積できる機能をもったソフトを開発

した。 

開発にあたって、ＩＷＢに拡大した画像を表示し、具体的に画面を操作しながら教

員と開発者が一つ一つの素材について吟味した。あわせて、Ｗｅｂ上にデモソフトを

配置し、教員はそれぞれのタブレットＰＣからアクセスし、実際に使いながら内容に

ついて話し合った。特に、中学部では、生徒が、行事や日々の生活について自ら目標

を立て、取り組み、評価し、次の目標設定につなげていくという指導を６年間取り

組んできた。これまでは紙媒体で行ってきたが、ＩＣＴの活用により、チェック表を

タブレットパソコンで管理し、数値を入力することで、瞬時に達成率が数値化され、

計算の手間が省かれることで、計算が苦手な生徒にとっては、それで臆することがな

くなり、自己評価に集中することができた。今後発展版として、個々の評価が一覧

表となり、取組の全体が視覚化されることで、より客感的に自己を振り返えられる

ような評価機能を持たせたいと考えた。 

さらに、中学部の「自立活動」の授業で、生徒や教員に目標の達成度を発表する取

り組みの報告会の際には、ＩＷＢに個々の目標を提示しながら説明する環境を作るこ

とで、個々の取り組みの様子が分かりやすく、全員が共通理解できるものと考え、協

働した学習環境を構築できた。 
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ウ 災害時におけるＩＣＴ環境の利活用の方策 

（取組の内容・結果） 

災害時にタブレットＰＣ、各教室及び体育館に設置のＩＷＢを緊急伝言板として活用

する方策について話し合いを行い以下の観点を抽出した。 

・地震又は火災などの緊急メッセージと行動指示に関しての緊急メッセージの配信と受

信のシステムの構築。 

・緊急時に取るべき行動について、タブレットＰＣや電子黒板を活用して日常的訓練の

実施。学習教材として「神戸と学ぶ防災市民塾」のコンテンツを参考に、学校の状況

に合わせたコンテンツの開発。 

・電源喪失及びそれに伴うネットワーク遮断時での接続網の確保。携帯型予備電源、携

帯型無線ＬＡＮルータなどによる回線確保と緊急伝言板の運用。 

・児童生徒の持つ自立支援システムへの緊急メーセージの割り込みと対応に関する実運

用。 

次年度の避難訓練においては、インタラクティブホワイトボードやタブレットＰＣ及

び充電保管庫の避難場所までの移動、移動後の接続等についても、避難訓練の内容に取

り入れ、課題、解決策を明確にしていきたい。   

(2) 独自テーマ 

ア 子どもの世界を広げる研究（ＩＣＴを活用したテレビ会議システム等） 

（取組の内容・結果） 

富山インターネット市民塾や関連事業で提供されている学習教材等を児童生徒のキャ

リア教育（職業観育成、働くことの意義）や社会との関わりに関する学習支援に活用す

るための活用方法等について以下のとおり研究した。 

・富山インターネット市民塾で開講しているキャリア教育に関する、若者未来 e ラーニ

ング、e 手仕事図鑑の中から、上記の学習支援に役立ちそうなコンテンツを抽出し、

授業設計等を行う。話し合いの中から、テレビ会議システムを構築し、学校外の人と

交流することやいろいろなコンテンツから職業観の育成や働くことの意義を学ぶ機会

を提供し、児童生徒の興味に基づいた専門家や１４歳の挑戦（中学部生徒の現場実習）

の事前学習として情報を提供し、より安心して取り組めるようにした。抽出したコン

テンツは、別途教材開発の方で授業に活用しやすいようにポータルサイトとして構築

し、校内サーバに配置し、授業で活用した。１４歳の挑戦に興味を持つ生徒が増えた。 

以下のコンテンツを授業で活用した。 

＜若者未来 eラーニングより＞ 

   フリーター／正社員、聞いてほしい、いやな気分をどうするか、色で個性を語れ、自

己表現の技法  

＜e 手仕事図鑑より＞ 

いろんな働き方がある、自然や生き物が相手、靴職人、彫金職人、ジュエリー作家、

和菓子職人、パン職人 

イ 安全安心な無線ＬＡＮ環境構築（資料７） 

校内ＬＡＮ上での安全・安心な無線ＬＡＮ環境構築及びセキュリティに配慮したタブ

レットＰＣの利活用促進方法。 
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（取組の内容・結果） 

データにアクセスまたはデータを破壊しようとするハッカーや侵入者からのセキュリ

ティ対策として、ネットワーク リソースへの不正アクセスを防ぐためのユーザ認証を行

っている。あわせて、送信されるデータの整合性とプライバシーを保護するためのデー

タ プライバシー（暗号化）を行っている。これらの状況で、学校外から不正にアクセス

されていないかの調査法について情報収集し、情報漏えい時の対処マニュアル作りの基

礎資料を整理している。今後、この取組の課題に対応するため、専門的な業者による調

査分析を盛り込んでいきたい。 

ウ クラウドサーバの教育利用（資料７） 

安全な教育環境を安定的に確保するとともに、サーバの保守など職員の負担を減らす

ため、クラウドサーバの教育利用の実証的研究。 

（取組の内容・結果） 

クラウド環境を構築することのメリットとして、既存の教育VLANを教育NOC内からク

ラウド環境まで延ばすことにより、その間は layer2 としてのセキュアなネットワーク

を形成することができた（LGWAN で採用されている、lyer2 での TAG-VALN を採用)。    

クラウドサーバに保存するデータの種類やサーバの活用状況にあわせて年度更新す

る際の考え方、対処法について研究し、クラウドサーバ上に、協働学習ソフト、自立し

た生活・行動を支援するためのグループウエア、Ｗｅｂ教材、学習教材ファイル等を置

くこととした。また、セキュリティ面を考慮し、児童生徒が接続できるサーバと教員が

接続できるサーバを分けて活用することとした。 

現在クラウドサーバに配置しているコンテンツは、スクールコラボレーション（協働

学習ソフト）、グループコミュニケーション（健康、目標チェックコンテンツ）、イン

ターネット市民塾ポータルサイトコンテンツである。クラウドサーバのメリットとして、

実証校の情報管理者から「管理に対する業務負担が軽減している」や「クラウドサーバ

の容量を柔軟に増減できる」と前向きな意見があった。また、多くの教員からは、「学

校が被災してもデータが守られ安心である」との声が聞かれた。一方、課題として、個

人情報を蓄積する場合の管理・セキュリティ面に心配のある声が多く聞かれた。 

今後、構築した環境の安全性やクラウドサーバを利用することのメリットについて事

例の蓄積やアンケートを通して分析していきたい。 

 

９ 今後の展望等 

①タブレットＰＣとＩＷＢを連携させた活用事例を蓄積し、学習環境の充実を図る。  

②障害に応じた入出力機器の開発を行い、個の認知特性に応じた学習への活用事例を継続的に

蓄積し分析する。 

③災害時におけるＩＣＴ機器の活用に向け、現実に即した避難訓練を実施し、利点や課題を明

らかにする。 

④個に応じた社会的スキルや将来の職業観の育成を図る富山インターネット市民塾のコンテン

ツと人材の活用事例を蓄積し分析する。 

⑤安全・安心な無線ＬＡＮの構築のため、専門業者による調査分析を盛り込み、あわせて、危

機管理マニュアルの作成を行い、より強固な安全・安心な環境とする。 

15



 
 

⑥クラウドサーバの教育的利用に向けて、他県の情報を収集するとともに、活用事例の蓄積を

行う。 
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                                       資料２ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業  

 
ＩＣＴ支援員による研修 
 人数規模を小さくするため、小・中学部と訪問教育担当に分かれて研修 
 機器の操作法及びインターネット上の教材利用の仕方の講習。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学部・中学部教員への研修 
 インタラクティブホワイトボードと

タブレットＰＣの基本的な使い方とイ

ンターネット上の教材の利用の仕方、自

作教材の紹介。 

訪問教育教員への研修 
 インタラクティブホワイトボードの

基本的な使い方とインターネット上の

教材の利用の仕方の説明。訪問教育対象

の児童生徒への使用法について意見交

換。 
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資料３ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業  

機器等 
① タブレットＰＣ（69 式）、指紋認証装置（15 式） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
② タブレットＰＣ充電保管庫（10 式） 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ インタラクティブホワイトボード 
 ＜体育館用 1 式＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜教室用 10 式＞ 
 
 
 
 
 
 

（タブレットＰＣ 指紋証装置） 
セキュリティを確保するとともに、自力で起動操作が難

しい児童生徒用に指紋認証装置により起動できるパソコ

ンを 15 台配置した。また、ＰＣには、児童生徒名シール

が貼られており大切に扱うことにつながっている。 

 （タブレットＰＣ充電保管庫） 
児童生徒自らがパソコンを準備、片付けできるよう各教

室のそばの共有スペースに充電保管を設置した。充電保

管庫にも児童生徒の名前が記載されており、同じ場所に

収納することとした。共有スペースへの配置は、別の教

室に入ることに負担を感じる児童生徒の心理面に配慮し

た。 
 

 （インタラクティブホワイトボード体育館用） 
身体運動を活発にできるように、ボール等をぶつけて

使用することを前提としたインタラクティブホワイト

ボードを設置した。 

 （インタラクティブホワイトボード教室用） 
児童生徒が、直接手指でパネル操作ができる機能を有

したものを選定した。 
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資料４．１．１ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業  

 電源コンセント設置 
  ＜情報処理室＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 システムラック耐震固定 
  ＜情報処理室＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 （電源コンセント設置 施工前） 
【工事内容】  

新設システムラック内に電源コンセントを

設置。 
【配慮した点】 
 今回使用する機器の使用電力量を確認し、負

荷の電気容量が新設コンセント容量内である

ことを確認。 
 
  （施工中） 
【工事状況】 
 電源ケーブル敷設中。 
【配慮した点】  

電源ケーブル敷設時に既設ケーブルに引掛

けないなど、周囲の動作している機器電源を停

止させないよう留意。 
 
 

 （施工後） 
【工事状況】  
電源コンセント設置完了。 
 
 
 

 （システムラック耐震固定 施工前） 
【工事内容】  
情報処理室内新設システムラックの耐震固定。 
【配慮した点】  

耐震する際は児童が耐震金具などにつまづ

かないようラック内で耐震固定できるような

工法を選択。 
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資料４．１．２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Cat5e ケーブル敷設、無線ＬＡＮアクセスポイント設置 

             ＜職員室＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （Cat5e ケーブル敷設、無線ＬＡＮアクセス 
ポイント設置 職員室 施工前） 
【工事内容】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設。 
【配慮した点】  
事前に無線 LAN アクセスポイントの電波カバ

ー範囲や強度を調査し、設置位置を確定。 
 

 （施工中） 
【工事状況】  

アンカーボルト固定中。 
【配慮した点】  

耐震固定する際に OA フロア内の既設配線、

配管などを傷つけないように、事前に支障とな

る配線等を移設。 
 
 

 （施工後） 
【工事状況】  

耐震固定完了。 
 
 
 

 （施工中） 
【工事状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設中 
【配慮した点】 

無線 LAN アクセスポイント設置を行うにあ

たり、天井内の既設配管、配線などの支障とな

らない箇所へ取り付け。 
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資料４．２．１ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業 

 無線ＬＡＮアクセスポイント等設置 
＜情報処理室＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜音楽室＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 （施工後） 
【施工状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設完了 
 

 

 （Cat5e ケーブル敷設、無線ＬＡＮアクセス 
ポイント設置 音楽室 施工前） 
【工事内容】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設。 
【配慮した点】  

事前に無線 LAN アクセスポイントの電波カ

バー範囲や強度を調査し、設置位置を確定。 
 

 （施工中） 
【工事状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設中。 
【配慮した点】 

無線 LAN アクセスポイント設置を行うにあ

たり、壁面内の既設配管、配線などの支障とな

らない箇所へ取り付け。 

 （施工後） 
【施工状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設完了。 
 

 

23



資料４．２．２ 
＜体育館＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 PoEHUB 設置. 
  ＜エレベータ前＞ 
 

（施工中） 
【工事状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設中。 
【配慮した点】  

体育館内の設置につき、ボールなどで無線

LAN アクセスポイントが破損しないようボッ

クス内に機器を収容。 
 

 （施工後） 
【施工状況】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設完了 
 

 

 （PoEHUB 設置 エレベータ前 施工前） 
【工事内容】  

既設通信盤内に PoEHUB を設置。 
【配慮した点】  

既設機器との取替えにあたり、移設前に盤内

レイアウトを検討し、停止せずに盤内移設でき

る機器を先に移設するなどシステム停止時間

が短くなるように配慮。 
 

 （Cat5e ケーブル敷設、無線ＬＡＮアクセス 
ポイント設置 体育館 施工前） 
【工事内容】  

無線 LAN アクセスポイント設置、Cat5e ケ

ーブル敷設。 
【配慮した点】  

事前に無線LANアクセスポイントの電波カ

バー範囲や強度を調査し、設置位置を確定。 
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資料４．３．１ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業  

 ③ PoEHUB 設置. 
  ＜エレベータ前＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ ルータ設置 
  ＜富山県総合教育センター＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （施工中） 
【工事状況】 

既設通信盤内に PoEHUB を設置中。 
【配慮した点】 

既設機器から既設ケーブルを差し替えする

際に、接続間違いが起こらないよう事前にポ

ート接続表を作成し、ループやケーブルの接

続もれを防止。 
 
 （施工後） 

【工事状況】 
既設通信盤内に PoEHUB を設置完了。 

 
 

 （施工中）  
【工事状況】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設中。 
【配慮した点】 
地震対策として機器を棚板にベルトで固定。 

 

（ルータ設置 富山県総合教育センター  
施工前） 
【工事内容】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設。 
【配慮した点】 
今回設置機器のみをラックマウント棚に 

配置し、他設備との混在を避た。 
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資料４．３．２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜データセンター＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （施工後）  
【工事状況】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設 
完了 
  

 

（ルータ設置 データセンター 施工前） 
【工事内容】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設。 
【配慮した点】 
今回設置機器のみをラックマウント棚に 

配置し、他設備との混在を避た。 
 
 

 （施工中）  
【工事状況】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設中。 
【配慮した点】 
地震対策として機器を棚板にベルトで固定。 

 

 （施工後）  
【工事状況】 
ルータ／ＯＮＵ設置、Cat5e ケーブル敷設 
完了 
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フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業地域協議会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業の内容に学識経験者等の

意向を反映し、また、継続的な事業運営方策を検討するため、フューチャースクール推進事業及

び学びのイノベーション事業地域協議会（以下、本会）を設置する。 
 
（所掌事務） 

第２条 本会は、次に掲げる事項について検討する。 

 （１）ICT関連機器・設備や ICTシステムの整備に関すること。 

 （２）事業の運営体制、役割分担及び費用負担の在り方に関すること。 

 （３）ICT活用による発達段階、教科等に応じた効果・影響に関すること。 

 （４）ICTを活用した児童生徒への指導方法等に関すること。 

 （５）一人一人のニーズに対応できるモデルコンテンツの開発に関すること。 

 （６）ICT支援員、支援機器に関する専門家等の役割に関すること。 

  （７）その他（事業、運営全般に関すること）     
 
（組織） 

第３条 本会は、委員２０名以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者の中から、富山県教育委員会が委嘱又は任命する。 

 （１）学識経験者 

 （２）医療関係者 

 （３）教育関係者 

 （４）行政関係者 

 （５）保護者 

 （６）その他教育委員会が必要と認める者 

３ 委員の任期は、委嘱又は任命した日からその年度の末日までとする。 
 
（会長及び副会長） 

第４条 本会に、会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定め、副会長は会長が指名する。 

３ 会長は、会務を総括し、本会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代行する。 
 
（会議） 

第５条 本会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。初回は、富山県教育委員会教育長

が招集する。 
 
（実務担当者会議） 

第６条 必要に応じ、実務的な事項を調査審議するため実務担当者会議を設置することができる。 

２ 実務担当者会議の委員は、本会の委員、教育関係者、本事業に関わる事業者等から会長が委嘱

する。 
 
（幹事） 

第７条 本会に幹事若干名を置く。 

２ 幹事は、富山県教育委員会事務局職員のうちから富山県教育委員会が任命する。 

３ 幹事は、会長の命を受け、本会の事務を処理する。 
 
（事務局） 

第８条 本会の事務局は、富山県教育委員会県立学校課に置く。 
 
（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、その他の必要な事項は会長が別に定める。 
 
附則 

（施行期日） 

 この要綱は、平成２３年１１月１４日から施行する。 

資料５．１ 
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資料５．２ 

フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業 

 

＜地域協議会委員＞ 

氏名 所属・職名 

飯 田   聰 富山県特別支援教育研究会会長 

嘉 義 陽 子 富山県特別支援学校長会副会長 

片 岡 綾 子 富山県立ふるさと支援学校ＰＴＡ会長 

木 下   晶 富山県教育委員会県立学校課長 

黒 田   卓 富山大学人間発達科学部教授 

定 塚 喜 隆 富山県立ふるさと支援学校長 

滝 澤   昇 国立病院機構富山病院副院長 

中 村 吉 和 富山県総合教育センター所長 

山 西 潤 一 富山大学人間発達科学部教授 

 

オブザーバー 

氏名 所属・職名 

加 藤 明 彦 
総務省北陸総合通信局 

情報通信部 情報通信振興室長 

寺 分 正 登 
総務省北陸総合通信局 

情報通信部 情報通信振興室 企画調整担当  

 

幹事 

氏名 所属・職名 

佐 藤 美和子 富山県教育委員会県立学校課主幹 

山 下 裕 市 富山県教育委員会県立学校課 

絹 野 元 章 富山県教育委員会県立学校課 
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資料５．３ 

                                                                                                             
地域協議会（実務担当者会議）                                                     

氏名 所属 備考 

山 西 潤 一 富山大学 

人間発達科学部 

地域協議会長 

黒 田   卓 富山大学 

人間発達科学部 

地域協議会委員 

柵   富 雄 富山インターネット

市民塾 

 

杉 本 圭 優 富山インターネット

市民塾 

 

前 橋 雄 治 富山インターネット

市民塾 

 

峰 村 綾 香 富山大学人間発達科

学部４年（学生） 

 

小野田 千 明 富山大学人間発達科

学部４年（学生） 

 

野 原 智 志 富山大学人間発達科

学部研究生（学生） 

 

朴 木 基 樹 ふるさと支援学校 教務主任 

藤 井 泰 紀 ふるさと支援学校 中学部教諭 
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資料５．４ 

 

第１回地域協議会実施状況について 

 

１ 実施日時 平成 23 年 11 月 14 日（月）10:00～12:00 

 

２ 場所   富山県立ふるさと支援学校（実証校） 

 

３ 実施内容 

①事業説明及び実証校概況説明 

②協議 

ア 実施スケジュール及び運営体制について 

  イ デジタル教材開発について 

   ＜主な意見＞ 

・ICT の活用範囲、可能性の広がりについて期待している。富山県特別支援教育研究会では、

年２回研究会を行っており、研究成果等を各種研究会等に示していけばよい。 

・実証研究を通して、できること・できないことを明確にすることも成果だと思う。 

・総合教育センターでは、特別支援学校生徒の PC 実習を受け入れているが、ICT 活用の手法

の成果を期待したい。 

・病棟内に LAN 機器を置くことは、親の会の了解を得る必要がある。 

・保護者からは必ずしも研究協力の承諾を得られない場合もある。 

・重症心身障害児の場合、視覚、聴覚等のどの感覚を通した教材化に効果があるか研究すべき

である。 

・現在の訪問教育対象の児童生徒は、半数が呼吸管理をしており、座位が保てないのでパソコ

ン操作の工夫が必要である。 

・心の病気がある児童生徒は、将来に向け ICT 機器を使って人との関わりをもてるようにして 

いくことを考えるべきである。 

   

③実証校見学 

  ・訪問教育の児童生徒の病棟の見学。 
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第２回地域協議会（実務担当者会議） 議事録 

日時：平成２４年２月２３日（木）16:00〜18:00 

場所：富山大学 人間発達科学部 教育情報システム研究室 

参加者：＜富山大学＞ 山西、黒田、野原、小野田、峰村 

    ＜富山インターネット市民塾＞ 柵、杉本、前橋 

議事 

１． プロジェクト概要説明と教育支援について 

富山県立ふるさと支援学校における、生徒のキャリア教育（職業観育成、働くことの意義）

や社会との関わりに関する学習を支援する 

     具体的な作業としては、 

１） 富山インターネット市民塾で開講しているキャリア教育に関す

る、若者未来 eラーニング、e手仕事図鑑の中から、上記の学習支援に

役立ちそうなコンテンツを抽出し、どのような授業設計ができるかを

ふるさと支援学校中等部の関連教員と協力しながら検討する。 

２） 抽出したコンテンツは、別途教材開発の方で授業に活用しやすい

ようにポータルサイトとして構築してもらう。 

３） ２４年度は、上記のコンテンツを活用した授業支援、授業効果の

検証などを行う。 

 

 上記の内容について、プロジェクトリーダの山西教授から説明があった。 

続いて、ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任から提出された、キャリア教育に関わる学習目

標に基づき、若者未来 e ラーニング、e 手仕事図鑑から関連のありそうなコンテンツを視聴し、

活用の可能性や活用方法について検討した。 

 

若者未来 eラーニングより 

  フリーター／正社員、聞いてほしい、いやな気分をどうするか、色で個性を語れ         

  自己表現の技法  

e手仕事図鑑より 

  いろんな働き方がある、自然や生き物が相手、靴職人、彫金職人、ジュエリー作家、   

  和菓子職人、パン職人     
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第３回地域協議会（実務担当者会議） 議事録 

 

日時：平成２４年３月８日（木）16:00〜18:30 

場所：富山大学 人間発達科学部 教育情報システム研究室 

参加者：＜ふるさと支援学校＞ 朴木、舟木（ICT支援員） 

＜富山大学＞ 山西、野原、小野田、峰村 

    ＜富山インターネット市民塾＞ 柵、杉本、前橋 

議事 

  １．今後の授業実践について 

富山県立ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任より、今後の授業実践についての提案があっ

た。 

＜内容＞ 

１）ふるさと支援学校では、自分自身の活動を見つめる時間として、「自立活動」 

  （A課程：週 2時間、B課程：週 4時間）および、「総合的な学習の時間」が 

  時間割に組み込まれている。この時間を用いて、当プロジェクトの授業実践を行いたい。 

 ２）授業実践時には、今回制作するコンテンツを生徒に見せた後、TV電話を使い 

    専門家・職人と生徒が 1対１、リアルタイムで会話する方法を採りたい。 

実例として、ある映画の一場面を上映し、委員全員でイメージを共有した。 

３）それぞれのコンテンツをどのように授業に使うかは、ふるさと支援学校側で 

各教員が検討し、実際の授業実施時に必要に応じて市民塾や富山大学に支援

を願いたい。支援方法についてはより詳細に検討したいと考えている。 

    ４）中等部だけではなく、高等部でも授業実践ができるよう、働きかけていきた 

い。 

 

  ２．学習コンテンツに関する課題の検討 

＜内容＞ 

１）山西教授より、授業への利用を想定したコンテンツを富山県立ふるさと支援学校中等部

の生徒が見ても問題ない内容か朴木教務主任に確認したところ、問題ないとの回答を得

た。 

２）朴木教務主任より、授業実践の際には富山大学保健管理センターの斉藤教 

授にご協力いただき、第 1次限目にコンテンツ動画を生徒に見せ、第 2次

限目に TV電話をつないで斉藤教授と生徒が会話するスタイルを採りたい。

第 2 次限目は生徒への配慮として、ふるさと支援学校教員は TV 電話を行

っている場に同席せず、生徒と斉藤教授が 1対１で会話できる時間を設定
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したいとの提案があった。 
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  ３．ポータルサイト作成に関する協力について 

＜内容＞ 

    １）ポータルサイトタイトルは「未来へのステップ」とする。 

 ２）ポータルサイト最下部の事業名、コピーライト表示、メッセージは 

山西教授が執筆、検討する。 

３）「学習コンテンツ一覧」という項目名称を「自分を高めよう」に変更する。 

 ４）「自然や生き物が相手」コンテンツを削除する。 

  ５）ポータルサイト最上部の「キャッチコピー」および、各コンテンツ紹介文 

      については、教材開発側で仮入力し、後程、ふるさと支援学校側で 

書き換え可能なようにする。 

６）ポータルサイト上の斉藤教授の肩書、氏名を正確に書く。 

（１）ふるさと支援学校教員用：斉藤教授の肩書を「精神科医」とする。 

（２）生徒用：斉藤教授の肩書を「富山大学の保健の先生」とする。 

 ８）「問い合わせ」「サイトポリシー」項目は不要。 

    ９）「いろいろな働きかたがある」の各コンテンツの「音」ボタンは削除する。 

 

  ４．ふるさと支援学校のインターネット環境について 

＜内容＞ 

１）電子黒板に接続されているノート PC とタブレット PC を無線接続してい

る 

が、非常にレスポンスが遅い。タブレット PCから電子黒板へディスプレイ

ケーブルで直結すべきではないかとの指摘があった。 

２）ポータルサイト閲覧にあたっては、インターネット経由で閲覧するのでは 

なく、ふるさと支援学校内のファイルサーバ上に HTMLデータおよび動画デ

ータをコピーし、学内 LAN環境で閲覧したい。 
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資料５．４ 

 

第１回地域協議会実施状況について 

 

１ 実施日時 平成 23 年 11 月 14 日（月）10:00～12:00 

 

２ 場所   富山県立ふるさと支援学校（実証校） 

 

３ 実施内容 

①事業説明及び実証校概況説明 

②協議 

ア 実施スケジュール及び運営体制について 

  イ デジタル教材開発について 

   ＜主な意見＞ 

・ICT の活用範囲、可能性の広がりについて期待している。富山県特別支援教育研究会では、

年２回研究会を行っており、研究成果等を各種研究会等に示していけばよい。 

・実証研究を通して、できること・できないことを明確にすることも成果だと思う。 

・総合教育センターでは、特別支援学校生徒の PC 実習を受け入れているが、ICT 活用の手法

の成果を期待したい。 

・病棟内に LAN 機器を置くことは、親の会の了解を得る必要がある。 

・保護者からは必ずしも研究協力の承諾を得られない場合もある。 

・重症心身障害児の場合、視覚、聴覚等のどの感覚を通した教材化に効果があるか研究すべき

である。 

・現在の訪問教育対象の児童生徒は、半数が呼吸管理をしており、座位が保てないのでパソコ

ン操作の工夫が必要である。 

・心の病気がある児童生徒は、将来に向け ICT 機器を使って人との関わりをもてるようにして 

いくことを考えるべきである。 

   

③実証校見学 

  ・訪問教育の児童生徒の病棟の見学。 
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第２回地域協議会（実務担当者会議） 議事録 

日時：平成２４年２月２３日（木）16:00〜18:00 

場所：富山大学 人間発達科学部 教育情報システム研究室 

参加者：＜富山大学＞ 山西、黒田、野原、小野田、峰村 

    ＜富山インターネット市民塾＞ 柵、杉本、前橋 

議事 

１． プロジェクト概要説明と教育支援について 

富山県立ふるさと支援学校における、生徒のキャリア教育（職業観育成、働くことの意義）

や社会との関わりに関する学習を支援する 

     具体的な作業としては、 

１） 富山インターネット市民塾で開講しているキャリア教育に関す

る、若者未来 eラーニング、e手仕事図鑑の中から、上記の学習支援に

役立ちそうなコンテンツを抽出し、どのような授業設計ができるかを

ふるさと支援学校中等部の関連教員と協力しながら検討する。 

２） 抽出したコンテンツは、別途教材開発の方で授業に活用しやすい

ようにポータルサイトとして構築してもらう。 

３） ２４年度は、上記のコンテンツを活用した授業支援、授業効果の

検証などを行う。 

 

 上記の内容について、プロジェクトリーダの山西教授から説明があった。 

続いて、ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任から提出された、キャリア教育に関わる学習目

標に基づき、若者未来 e ラーニング、e 手仕事図鑑から関連のありそうなコンテンツを視聴し、

活用の可能性や活用方法について検討した。 

 

若者未来 eラーニングより 

  フリーター／正社員、聞いてほしい、いやな気分をどうするか、色で個性を語れ         

  自己表現の技法  

e手仕事図鑑より 

  いろんな働き方がある、自然や生き物が相手、靴職人、彫金職人、ジュエリー作家、   

  和菓子職人、パン職人     
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第３回地域協議会（実務担当者会議） 議事録 

 

日時：平成２４年３月８日（木）16:00〜18:30 

場所：富山大学 人間発達科学部 教育情報システム研究室 

参加者：＜ふるさと支援学校＞ 朴木、舟木（ICT支援員） 

＜富山大学＞ 山西、野原、小野田、峰村 

    ＜富山インターネット市民塾＞ 柵、杉本、前橋 

議事 

  １．今後の授業実践について 

富山県立ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任より、今後の授業実践についての提案があっ

た。 

＜内容＞ 

１）ふるさと支援学校では、自分自身の活動を見つめる時間として、「自立活動」 

  （A課程：週 2時間、B課程：週 4時間）および、「総合的な学習の時間」が 

  時間割に組み込まれている。この時間を用いて、当プロジェクトの授業実践を行いたい。 

 ２）授業実践時には、今回制作するコンテンツを生徒に見せた後、TV電話を使い 

    専門家・職人と生徒が 1対１、リアルタイムで会話する方法を採りたい。 

実例として、ある映画の一場面を上映し、委員全員でイメージを共有した。 

３）それぞれのコンテンツをどのように授業に使うかは、ふるさと支援学校側で 

各教員が検討し、実際の授業実施時に必要に応じて市民塾や富山大学に支援

を願いたい。支援方法についてはより詳細に検討したいと考えている。 

    ４）中等部だけではなく、高等部でも授業実践ができるよう、働きかけていきた 

い。 

 

  ２．学習コンテンツに関する課題の検討 

＜内容＞ 

１）山西教授より、授業への利用を想定したコンテンツを富山県立ふるさと支援学校中等部

の生徒が見ても問題ない内容か朴木教務主任に確認したところ、問題ないとの回答を得

た。 

２）朴木教務主任より、授業実践の際には富山大学保健管理センターの斉藤教 

授にご協力いただき、第 1次限目にコンテンツ動画を生徒に見せ、第 2次

限目に TV電話をつないで斉藤教授と生徒が会話するスタイルを採りたい。

第 2 次限目は生徒への配慮として、ふるさと支援学校教員は TV 電話を行

っている場に同席せず、生徒と斉藤教授が 1対１で会話できる時間を設定

したいとの提案があった。 
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第４回地域協議会（実務担当者会議） 議事録 

 

日時：平成２４年３月２６日（月）10:30〜12:00 

場所：富山大学 人間発達科学部 教育情報システム研究室 

参加者：＜ふるさと支援学校＞ 朴木、舟木 

＜富山大学＞ 山西、黒田、野原、小野田、峰村 

    ＜富山インターネット市民塾＞ 前橋 

 

議事 

  １．ポータルサイトデモ版の説明 

富山インターネット市民塾の前橋担当より、ポータルサイトデモ版の紹介があった。 

   ポータルサイトデモ版は、下記 URLにて公開 

    http://toyama.shiminjuku.com/home/step/ 

 

この活用可能性について検討した。富山県立ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任より、ポ

ータルサイトは生徒の社会的自立活動への活用性が高いとの意見。 

次年度に向け、ポータルサイトの元となった既存コンテンツ（若者未来 e ラーニング、e 手仕

事図鑑）も必要に応じて閲覧可能にして欲しい旨、要望があったので、リンクを貼ることにした。 

 

  ２．授業での活用について 

富山県立ふるさと支援学校中等部の朴木教務主任より、授業での活用について、以下の説明が

あった。 

１） コンテンツの各教材は、週３時間の「自立活動」および「総合的

な学習の時間」の枠内で、生徒に活用。 

２） ２４年度における「自立活動」および「総合的な学習の時間」の

時間割については、「自立活動」、「総合的な学習の時間」の２４年度担当

者が４月第１週に決定した後に作成する。現時点では未定。 

３） コンテンツデータは本校のファイルサーバ上に置き、閲覧の際は

生徒にファイルサーバへアクセスさせる。Webサーバへのアップロードは

行わない。 

 

これについて、富山大学 山西教授より、次のような提案があった。 

１） 授業実施の際、生徒と職人さんがインターネット電話でリアルタ

イムに会話する機会があれば、働くことの意義に関してより深く考える

ことができるという提案が前回、朴木教務主任からあった。実際問題と
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して、職人さんの仕事時間との折り合いがつかない可能性が高く、リア

ルタイムでの会話は厳しく工夫が必要と考える。授業実施時間に富山大

学学生が職人さん宅を訪問し、機材の設定や、生徒とのやり取りをサポ

ートすることができれば、職人さん側の負担や拘束感を大幅に減らすこ

とができ、生徒と職人さんとの会話が実現しやすくなる。 

 

  今年度の委員会開催は、今回をもって終了とする。 

 

  以上 

 

40



  ３．ポータルサイト作成に関する協力について 

＜内容＞ 

    １）ポータルサイトタイトルは「未来へのステップ」とする。 

 ２）ポータルサイト最下部の事業名、コピーライト表示、メッセージは 

山西教授が執筆、検討する。 

３）「学習コンテンツ一覧」という項目名称を「自分を高めよう」に変更する。 

 ４）「自然や生き物が相手」コンテンツを削除する。 

  ５）ポータルサイト最上部の「キャッチコピー」および、各コンテンツ紹介文 

      については、教材開発側で仮入力し、後程、ふるさと支援学校側で 

書き換え可能なようにする。 

６）ポータルサイト上の斉藤教授の肩書、氏名を正確に書く。 

（１）ふるさと支援学校教員用：斉藤教授の肩書を「精神科医」とする。 

（２）生徒用：斉藤教授の肩書を「富山大学の保健の先生」とする。 

 ８）「問い合わせ」「サイトポリシー」項目は不要。 

    ９）「いろいろな働きかたがある」の各コンテンツの「音」ボタンは削除する。 

 

  ４．ふるさと支援学校のインターネット環境について 

＜内容＞ 

１）電子黒板に接続されているノート PC とタブレット PC を無線接続してい

る 

が、非常にレスポンスが遅い。タブレット PCから電子黒板へディスプレイ

ケーブルで直結すべきではないかとの指摘があった。 

２）ポータルサイト閲覧にあたっては、インターネット経由で閲覧するのでは 

なく、ふるさと支援学校内のファイルサーバ上に HTMLデータおよび動画デ

ータをコピーし、学内 LAN環境で閲覧したい。 
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資料６．１ 
平成 23 年度 フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーション事業  

 
 実証授業の取り組み 

① 小学部 

   
  

   
 
② 中学部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学部 3 年生  国語 
 インタラクティブホワイトボードを

活用して、書き順の確認。 

小学部 3 年生  理科 
 インタラクティブホワイトボードを

活用して、インターネットのデジタル

教材(フリーソフト)で磁石のＳ極とＮ

極の性質を確認しながらゲームをして

いる。 

中学部 2 年生  社会 
 生徒用タブレットＰＣでサーバに保

存されている自作教材を呼び出して、

都道県名を入力して正誤を確認してい

る。 
 
※教材は都道府県名が正しく入力され

た場合は「○」、誤りは「×」が表示

されるように設定してある。 

中学部 2 年生  社会 
 生徒用タブレットＰＣの画面をイン

タラクティブホワイトボードに転送さ

せ、教員が正誤について生徒に指導し

ている。 
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資料６．２ 
③ 訪問教育 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学部 2 年生（人工呼吸器装着、車い

す）自立活動 
 タブレットＰＣに、教師と一緒にア

ンパンマンの顔を描き、手元や画面に

注視する学習を行った。手の動きを伴

うことで画面を見る様子がみられた。 

小学部 5 年生（気管切開、車いす）   

自立活動  
インタラクティブホワイトボード

のペイント機能を使って、教師と一緒

に絵を描いた。色の変化に注目し、自

力操作する楽しさを味わった。 
 

中学部 3 年生（気管切開、車いす）   

自立活動 
 タブレットＰＣの Windows フォト

ギャラリーで、拡大した絵の一部を表

示し、徐々に全体が見えるように拡大

倍率を下げると、よく注視した。絵を

見た後、教師と一緒に手で画面に触

れ、絵を拡大したり移動したりした。 
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